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陸上自衛隊では、 6月中の実弾 i

射撃をつぎのとおり行ないます |

実施場所=池田射撃場 l 
実施日程 1日"'3目、 '.¥.， 

.昭和33年 4月22日第三種郵便物認可 .毎月8回1日・10日・20日発行田定価1部5円

.発行所大村市役所 ・編集人総務課長菊池綱昌 .印刷所大村活版所

おまちどうさまでした

市民会舘ができあがりました

市民みλなが待ちに待った市民会舘が、市制25周年を

記念して建設されました。

この市民会舘は、公会堂〈定員 L360名うの本舘ホー

ルと 、公民舘活動を行なう 会議場、調理室と、当分の

聞の図書舘を含めた別舘からなっています。

いつまでも 、市民lζ愛さ れ親しまれる会舘として、

文化の向上、福祉の増進に役立つことでしょう。

5日-10日、 12日-17目、 l

m"'24日 l

〔建物の概要コ 構造=鉄筋コン リート 3階建。 c写真上〕ー 落成式当日 の公会堂玄関。

建築面積=1，563.208平方メートノレ。 総工費=1億 6千 2百万円 〔写真下J= 落成式の演芸のひ ととま。

4 

4 

). 

ヤョ柏、

J 

O 

.r、、
c 
乙

をじ)-

て7¥ ノこ

さ
し、

-'{ 、、‘

O 
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にあ防<J
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モ堤<J
l完
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ト
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リ
ル

り

競
艇
事
業

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

モ
l
グ
l
ボ
i
ト
競
走
事

業
は
、
多
年
の
懸
案
で
あ
り

ま
し
た
防
波
堤
工
事
も
、
昭

和
四
十
一

年
度
中
に
完
成
い

た
し
ま
す
の
で
安
定
し
た
レ

ー
ス
を
実
施
し
、
一

層
フ
ァ

ン
の
誘
致
に
努
力
し
売
上
げ

向
上
に
努
め
ま
す
.
又
、
最

近
で
は
自
動
車
を
利
用
し
て

来
場
す
る
フ
ァ
ン
が
増
加
し

た
た
め
、
駐
車
場
の
拡
張
設

置
が
必
要
で
あ
り
ま
す
の
で

競
技
場
う
ら
の
畠
地
を
買
収

し
て
駐
車
場
を
つ
く
石
と
と

も
に
、
玖
島
橋
へ
通
ず
る
南

側
道
路
の
防
塵
整
備
を
行
な

う
計
画
で
あ
り
ま
す
。

又
、
現
在
の
レ

l
ス
コ
ー

ス
は
規
定
の
水
深
に
満
た
な

い
個
所
が
あ
る
た
め
海
底
を

掘
下
げ
る
と
共
に
、
そ
の
排

土
を
利
用
し
て
観
覧
席
前
の

海
面
を
埋
立
て
将
来
観
客
席

を
レ

l
ス
コ

l
ス
に
近
ず
け

ス
リ
が
感
を
増
し、

フ
ァ
ン

の
要
望
に
ζ

た
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

な
お
、
，本

年
度
の
繰
出
金

は
、
一
般
会
計
へ
一
億
三
千

万
円
、
市
立
病
院
事
業
会
計

へ
一
千
五
百
万
円
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

上
し
、

、十
二
月
定
例
会
で
議

E

診
療
棟
の
増
築
を
行
な
い
、

決
を
得
、
直
ち
に
厚
生
省
に
病
室
の
塗
装
、

ベ
ッ
ド
の
更

申
請
、
認
可
を
得
ま
し
た
の
新
、
調
剤
業
務
の
機
械
化
な

で
、
起
債
が
決
定
次
第
着
工
ど
を
行
な
い
、
更
に
救
急
医

す
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
療
に
備
え
て
胸
波
計
な
ど
の

即
ち
、
初
年
度
と
し
て
旧
廠
医
療
機
械
備
品
を
整
備
し
、

内
の
水
源
よ
り
市
立
病
院
前
市
民
の
健
康
保
持
に
寄
与
し

た
い
と
思
い
ま
す
o

d
d
d
 

予
防
消
防
に
重
点

消
防
行
政

消
防
行
政
で
は
、
消
防
組

織
法
に
基
ず
〈
常
備
消
防
を

-

設
置
し
て
今
年
で
三
年
目
を

迎
え
、
施
設
の
充
実
と
整
備

も
ほ
ぼ
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
て
大
村
市
の
消
防
能
力
を

画
期
的
に
増
大
す
る
こ
と
が

で
き
、
防
火
態
勢
に
お
い
て

市
民
に
安
心
感
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

じ
た
。
し
か
し
、
予
防
の
面

で
ま
だ
危
険
物
施
設
や
防
災

対
象
物
の
防
災
点
検
な
ど
充

分
で
な
い
点
が
あ
り
ま
す
の

で
本
年
度
は
定
員
を
三
名
増

し
て
予
防
消
防
を
中
心
に
防

災
に
努
め
ま
す
。

，

d
d
d
 

総
合
的
仕
上
げ
に
努
力

事
務
改
善

車
42;~ 

1官全信
苧度三
業 品i
別乞EZ

Z号

d
A
N
A刊

総
工
費
二
億
円
の
水
道

拡
張
三
カ
年
計
画
を
実

施

水
道
事
業

水
道
事
業
で
は
、
老
朽
配

水
管
に
よ
る
水
圧
低
下
対
策

周
辺
地
区
の
配
水
管
の
整
備

と
〈
に
十
万
都
市
造
り
の
骨

幹
と
も
な
る
住
宅
団
地
及
び

工
場
地
帯
造
成
す
る
施
設
の

充
実
を
期
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
最
近
の
水
の
需
用
量
か

ら
見
て
、
抜
本
的
な
改
良
工

事
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す

そ
乙
で
昨
年
、
第
五
回
拡
張

工
事
計
画
三
カ
年
継
続
事
業

と
し
て
総
工
費
二
億
円
を
計

ヤ

ノ

(完)

て水まを
い管で経
まの工て
す布事、国
。設費道
工六添
事千び
を万に
予円下
定の久
し配原

パ刊
A
N
d

医
療
器
具
整
備
に
努
力

病
院
事
業

市
立
病
院
事
業
は
、
市
民

医
療
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
グ
ー

と
し
て
、
文
国
民
健
康
保
険

事
業
の
直
診
診
療
機
関
と
し

て
の
機
能
を
高
め
る
た
め
設

備
の
整
備
と
医
療
要
員
の
確

保
氏
努
め
る
と
共
に
経
営
の

合
理
佑
を
行
な
い
た
い
と
考

え
ま
す
。
本
年
度
は
と
〈
に

診
療
設
備
の
拡
充
、
整
備
に

よ
り
診
療
の
効
率
化
と
本
舘

可、

事
務
改
善
で
は
、
本
年
度

選
挙
関
係
、
税
務
関
係
事
務

を
総
合
的
な
仕
上
げ
を
実
施

す
る
た
め
、
調
査
研
究
を
行

な
い
、
文
伝
票
会
計
制
度
を

採
用
し
事
務
の
簡
素
化
合
理

化
を
は
か
り
ま
す
。

d
d
d
 

国
体
準
備
態
勢
を
強
化

国
体
関
係

昭
和
四
十
四
年
の
長
崎
国

体
を

二
年
後
に
ひ
か
え
、
本

市
で
開
か
れ
る
種
目
も
、
ラ

グ
ビ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

二
種
目
と
決
定
し
、
乙

の
外

多
良
岳
、
雲
仙
山
系
の
市
町

村
と
共
に
山
岳
競
技
も
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
市
民
み
な
さ
ん
の
と

協
力
で
、
国
体
準
備
の
業
務

を
強
化
し
て
行
き
た

い
と
考

え
ま
す
。

2
5

山
火
事
を
な
く
そ
う

野
山
の
美
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

山
火
事
を
起
き
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

マ
グ

パ
コ
は
よ
〈
消
し
て
か
ち
捨
て
ま
し
ょ
う
。

マ
た
き
火
を
し
た
ら
穴
を
掘
り
土
を
か
ぶ
せ
て
完
全

に
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
c

豊
か
な
く
ら
し
は
貯
蓄
か
ら

豊
か
な
〈
ら
し
を
き
ず
き
あ
げ
る
た
め
に
、
全
国

的
に
「
貯
蓄
増
強
六
月
運
動
」
が
始
ま
り
ま
す
。

住
宅
建
築
、
子
女
育
英
、
営
農
、
老
後
の
生
活
安
定
な

ど
計
画
的
な
長
期
目
的
貯
蓄
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
「
ゆ
た
か
な
〈
ら
し
づ
く
り
簡
易
保
険
新

加
入
運
動
」
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
.

簡
易
保
険
で
集
め
ら
れ
た
お
金
は
、
国
民
の
経
済

生
活
の
安
定
と
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
、
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

市
民
み
な
さ
ん
の
と
協
力
を
お
願
ひ
い
た
し
ま
す

1...-、
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日本脳炎の予防注射

日本脳炎の予防接種は流行期の 1カ

月前に完了するこ とが大切です。

特に 3才から小学校 6年生までと、 55

才から64才までの人がかかりやすいと

いわれますので、乙の年令層の方は必

ず接種をすませて〈ださい。

砂該当者生後6カ月までの乳児を除

〈全員。(学童は各学校で行なう〉

砂接種目数初回免疫者は 2因。

追加接種者は 1目。

砂つぎの人は接種をしてはいけません

心臓病、じん臓病、脚気、結核、糖

尿病、急性伝染病患者、病後衰弱者

虚弱者、妊産婦、有熱者、胸腺淋巴

体質の徴候あるもの。その他医師の

診断により不適当なもの。

砂実施日程

実施場所 1回目 、2回目

市役所
三浦幼稚園 5月29日 6月5日

竹松本町公民舘
5月初日 6月6日松原公民舘

萱瀬出張所
諏訪公民舘 5月31日 6月7日
黒木小学校

福重出張所
6月1日 6月8日労働会舘

鈴田出張所 6月2日 6月g日
東大村小学校

※時間はいずれも午後13時30分から15時30

分までとする。

i
ナ

i

お
し
ら
せ

昭和42年 5月20日

コ
鉱
業
、
砂
利
採
取
採
石
業

運
送
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

業
、
公
衆
浴
場
、
建
設
業

中
小
企
業
の
施
設
改
良

制
度
に
つ
い
て

中
小
企
業
者
が
よ
い
機
械

を
買
っ
た
り
、
新
し
い
設
備

を
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
制
度
が
あ
り
ま

す
。
利
用
ご
希
望
の
方
は
、

五
月
二
十
九
日
ま
で
に
市
の

商
工
観
先
課
へ
お
た
ず
ね
〈

だ
さ
い
。

〔
中
小
企
業
近
代
化
資
金
〕

マ
対
象
業
種

機
械
金
属
工
業
、
軽
工
業

繊
維
工
業
、
食
品
製
造
業

マ
貸
付
条
件

①
一
企
業
、
対
象
設
備
に
対

す
る
二
分
の
一
の
額
で
三

百
万
円
以
下
。

②
利
息
無
利
子

③
期
間
一
年
間
据
置
四
年

間
均
等
償
還

〔
中
小
企
業
設
備
譲
渡
〕

マ
対
象
業
種

中
小
企
業
設
備
近
代
化
資

金
と
同
じ
で
従
業
員
二
十

昭和33年4月22日第三種郵便物認可

集
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
応
募
資
格

①
学
歴
は
聞
い
ま
せ
ん
が

大
正
十
年
四
月
三
日
か
ら

昭
和
十
二
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
れ
た
女
子

②
市
内
に
居
住
す
る
者
又

は
採
用
後
居
住
し
う
る
者

マ
願
書
受
付

五
月
二
十
七
日
正
午
ま
で

な
お
、
〈
わ
し
い
こ
と
は
人

事
課
又
は
社
会
福
祉
協
議
会

(
市
福
祉
事
務
所
内
)
ヘ
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

名
以
下
の
企
業
に
限
る
。

(
商
業
、
建
設
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
を
の
ぞ
〈
〉

マ
貸
付
方
法

希
望
す
る
機
械
を
購
入
し

て
貸
付
け
を
行
な
う
。

マ
貸
付
条
件

機
械
代
金
は
四
年
六
カ
月

分
割
返
済
、
損
料
と
し
て

年
五
パ

l
セ
γ
ト
を
支
払

う
。
又
保
証
金
と
し
て
機

械
代
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
を

支
払
う
が
、
乙
れ
は
代
金

返
済
後
返
還
す
る
。

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午

後
三
時
三
十
分
ま
で

マ
場
所
竹
松
部
隊

マ
参
加
資
格
市
内
の
婦
人

開
設
し
ま
す
。

マ
日
時
五
月
二
十
七
日

.

午
前
十
時
よ
り
正
午
ま
で

マ
場
所
商
工
観
光
課

マ
講
師
発
明
協
会
長
崎
県

支
部
喜
多
岡
常
務

忌
明
に
寄
付

市
内
上
小
路
浦
田
カ
ズ
ヨ

さ
ん
は
、
亡
夫
利
治
さ
ん
の

忌
明
に
、
市
内
水
田
町
の
永

田
ツ
ル
さ
ん
は
、
亡
夫
義
一

さ
ん
の
忌
明
に
、
市
内
西
小

路
今
里
利
徳
さ
ん
は
、
亡
父

喜
蔵
さ
ん
の
忌
明
に
、
ま
た

市
内
徳
泉
川
内
郷
の
石
丸
義

美
さ
ん
は
、
亡
母
サ
キ
さ
ん

の
忌
明
に
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会

福
祉
事
業
資
金
に
と
金
一
封

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

り

無
料
法
律
相
談
聞
く

憲
法
施
行
二
十
周
年
の
記

念
行
事
と
し
て
、
つ
ぎ
の
と

お
り
無
料
法
律
相
談
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

マ
日
時
五
月
二
十
四
日

午
前
十
時
か
ら
三
時
ま
で

マ
場
所
大
村
裁
判
所

大村市政だよ

無
料
発
明
相
談
開
く

特
許
、
実
用
新
案
、
商
標

登
録
、
意
匠
な
ど
の
発
明
巡

回
相
談
所
を
つ
ぎ
の
と
お
り

老
人
家
庭
奉
仕
員
募
集

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

「老
人
家
庭
奉
仕
員
」
の
募

婦
人

1'¥ 
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(3) 

マ
日
時
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中
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宅
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A
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願

市
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刈
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J

J

一
お

日
時
毎
月
二
、
四
金
曜
日

M

U

明

一

メ

J
U
均

ム
コ
ー
ラ
ス
コ

l
ス

午

前

十

時

か

ら

二

時

間

品

川

蜘

刊

地

政

政

期

日

毎

月

二

、

四

火

曜

日

場

所

本

経

寺

途

制

物

業

市

官
ー

~

築

。

商

号

と

場
所
市
民
会
舘

(Bg

用

陸

雄

討

駅

臼

M

マ
消
費
生
活
コ

I
ス

日

時

毎

月

二

、

四

月

曜

日

の

す

い

地

引

きμ
築

て

途

E
J
な

期

日

毎

月

第

三

月

曜

日

午

後

一

時

三

十

分

か

ら

二

地

建

れ

用

ω
み

マ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ

l
ス

場

所

市

民

会

舘

時

間

レ

レ

ら

ら

、

回

民

」

」

か

め

お

前

市

期
日
毎
月
一
、
三
火
曜
日
マ
市
民
生
活
コ

i
ス

場

所

西

九

州

信

用

金

庫

;

今

定

な

は

い
お
tcqtd向日

j
s
L
r
q
d円

ん
め
い
は

-2J，

m

十
一
月
、
競
艇
場
の
完
工
式
げ
、
昨
年
防
波
堤
も
完
成
し
ザ

一

円

、

明

汽

婚

へ

Y代
(
J
M
Yの
⑤
を
行
な
い
、
一
般
に
対
す
る
今
年
で
十
五
周
年
を
む
か
え
一

ー

モ

ー

タ

ー

ボ

ー

ト

の

P
R
も
大
村
市
の
大
き
な
財
源
と
し
V

市
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
事
業

二
十
六
年
七
月
の
市
議
会
で
か
ね
て
西
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
て
大
き
〈
発
展
し
て
い
る
。
ぜ

一
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
選
手
権
大
会
を
行
な
っ
た
・

Z
J
;二つ~

A

場
付
十
川靖
迦
繍
吋
時
九
一《
珊
鴇
溺
猶
問
踊
醜
園
田

ん
業
は
、
昭
和
二
十
六
年
法
制
の
設
置
を
決
め
た
。
こ
う
し
昭
和
二
十
七
年
二
月
に
正
併
&
ふ
い
ち
職
難
~

一
化
さ
れ
、
海
事
思
想
の
普
及
て
全
国
で
初
の
モ
ー
タ
ー
ボ
式
に
運
輸
省
か
ら
モ
ー
タ
ー
噛
額
以

τ開題
い

川
と
エ
ン
ジ
ン
の
改
良
向
上
を

l
ト
競
走
事
業
の
開
催
市
と
ボ

l
ト

施

行

市

に

指

定

さ

れ

繍

鱗

露

ね

梯

樹

鶏

ん

…
は
か
り
、
併
せ
て
地
方
公
共
な
っ
た
大
村
市
は
、
昭
和
二
た
の
で
同
年
四
月
全
国
初
の
よ
一
段
ケ
ム
J
~

一
団
体
の
財
政
充
実
を
目
的
と
十
六
年
七
月
か
ら
玖
島
崎
の
プ
ロ
レ

i
ス
を
開
催
し
た
。
…
…
一
じ
奪
、
一
一
い
ア
ネ
一
一
ん
や
一
…
ぃ
ぷ

γ

叫
し
て
始
め
ら
れ
た
。
山
を
崩
し
て
整
地
す
る
工
事
同
年
十
二
周
末
日
に
お
け
る
(
了
ム
一
所
持
久
ア
~

~
大
村
市
で
は
、
戦
後
の
市
を
進
め
、
同
年
九
月
に
は
事
本
事
業
特
別
会
計
に
は
、
九
万
一
一
三
欝
一

ザ
再
建
の
一
方
法
と
し
て
の
観
業
課
を
設
置
し
て
本
部
、
船
百
六
十
余
万
円
の
益
金
を
計

τ円九一一汐
¥
よ
い
ご
悼
ナ
恥
麟
ん

一
光
計
画
と
、
市
財
政
の
改
善
券
売
場
、
艇
庫
な
ど
の
施
設
上
し
て
い
る
。
合
一
三
一
小
川
一
ヤ
ペ
が
円
盤
戸

一
側
一
行

J
F
M
J
J一
品
機
購
輔
闘

J

(
向
上
を
は
か
る
た
め
、
昭
和
を
新
築
し
た
。
そ
し
て
同
年
そ
の
後
順
調
な
成
績
を
あ
…
一
一
一
一J
お
え
た
い
…
線
論

A

(4) 

婦
人
学
級
開
設

り

各
コ

l
ス
と
も
、
六
月
上

旬
よ
り
来
年
二
月
ま
で
、
募

集
人
員
は
四
十
名
で
す
。
希

望
者
は
五
月
三
十
一
日
ま
で

に
地
域
婦
人
会
か
社
会
教
育

課
へ
申
し
込
み
〈
だ
さ
い
。

受
講
料
は
い
り
ま
せ
ん
。

マ
調
理
コ

l
ス

期
日
毎
月
第
二
金
曜
日

場
所
市
民
会
舘

大村市政だよ昭和33年 4月22日第三種郵便物認可昭和42年5月20日

場
所
市
補
助
グ
ラ
ウ
ン
ド

マ
一
読
童
目
コ

l
ス

期
日
毎
月
二
十
五
日

場
所
市
立
図
書
舘

マ
洋
裁
コ

l
ス

期
日
毎
週
水
曜
日

場
所
市
民
会
舘

※場期
時時所日
三間
十は市毎
分い民月
か ず 会 第
られ舘四
二も 木
時午曜
間後・ 日
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d 

も
、i
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場
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人


